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 仮接着までハルおよびデッキの形状を保っていたフォームと銅線はもう御用済、バルクヘッドを除いてす
べて撤去します。 エポキシで接着されているとはいえパネル接合部だけですし、パネルは随分曲げたりひ
ねったりしているので、はたしてチョンづけで保つのだろうか？銅線引き抜いたらバリバリと元へ戻っ
ちゃったらどうしましょ？と少し⼼配になりますが、そこはエポキシの接着⼒を信頼して、端から銅線を
カットし引き抜いていきます。仮接着では銅線部分にエポキシがつかないように⾶ばしあるので、引き抜き
は簡単です。
 バキッと⾔う⾳を聞くこともなく、ハルもデッキもその形状を保っています。
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引き抜いた銅線の⼭、そしてよく⾒ると、直径1.5mmの⽳がかなり広がっています。これはファイバーグ
ラッシングの前にパテ埋めした⽅がいいのかなぁ？マニュアルには書いてないけど・・・
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